
銀河英雄伝説：転生者
たちの輪舞
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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
長
い
話
で
は
な
く
、
フ
リ
だ
け
。
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序
幕
：
フ
ェ
ザ
ー
ン
の
黒
ビ
ー
ル

　「
シ
ド
ー
ニ
ウ
ス
」

「
ヘ
ン
ド
リ
ク
」

　
オ
ー
デ
ィ
ン
の
宇
宙
港
で
二
年
ぶ
り
の
再
会
だ
。

　
俺
は
少
将
で
、
彼
は
上
級
貴
族
。
つ
り
合
い
と
し
て
は
彼
の
方
が
格
が
上
だ
。
年
齢
も
確
か
一
つ
上

だ
っ
た
か
な
。

　
彼
は
し
っ
か
り
と
俺
の
手
を
握
り
生
還
を
喜
ん
で
く
れ
る
。

　
た
ん
な
る
運
命
共
同
体
で
は
な
く
、
友
人
と
し
て
接
し
て
く
れ
る
の
は
嬉
し
い
。

　
あ
の
大
そ
れ
た
目
的
を
目
指
す
同
士
で
も
あ
り
、
２
０
０
０
年
代
の
日
本
の
ア
ニ
メ
の
話
が
出
来
る

文
化
考
古
学
者
の
仲
間
で
も
あ
る
。

　
シ
ド
ー
ニ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
。

　
か
の
大
貴
族
、
門
閥
貴
族
の
黒
幕
、
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
年
の
離
れ

た
弟
。

　
今
は
首
都
星
オ
ー
デ
ィ
ン
と
領
地
を
往
復
し
な
が
ら
、
兄
の
補
佐
を
す
る
凄
腕
の
政
治
家
で
行
政
家

だ
。
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小
柄
で
丸
々
と
し
た
体
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
が
士
官
学
校
卒
業
生
で
、
今
よ
り
体
重
は
２
０
ｋ

ｇ
は
痩
せ
て
い
た
。

　
茶
色
の
髪
と
少
し
そ
ば
か
す
の
残
る
童
顔
で
、
３
３
歳
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
だ
。

　
首
都
星
の
貴
族
は
彼
を
「
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
お
荷
物
」
と
侮
っ
て
い
る
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ

ヴ
ァ
イ
ク
家
の
現
在
の
隆
盛
を
支
え
て
い
る
の
は
彼
だ
。

　
領
地
の
主
星
で
は
「
面
倒
は
農
民
共
に
や
ら
せ
れ
ば
い
い
」
と
い
う
建
前
の
も
と
貴
族
院
と
衆
議
院

を
設
置
し
、
二
院
制
を
導
入
し
非
貴
族
階
層
に
一
定
の
発
言
権
を
与
え
て
い
る
。

「
農
民
共
が
文
句
を
言
う
な
ら
貴
族
院
で
否
決
す
れ
ば
よ
い
」
と
二
院
制
に
懐
疑
的
な
者
に
言
っ
て
は

ば
か
ら
な
い
が
、
本
人
と
し
て
は
ゆ
っ
く
り
と
読
書
や
上
手
く
も
な
い
チ
ェ
ス
が
出
来
る
の
で
喜
ん
で

い
る
。

　
性
格
的
に
は
や
や
人
見
知
り
で
、
人
前
だ
と
口
数
は
少
な
い
が
優
し
く
聡
明
だ
。

「
ヘ
ン
ド
リ
ク
、
良
か
っ
た
ら
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
テ
を
予
約
し
て
あ
る
か
ら
ど
う
だ
い
?
」

「
黒
ビ
ー
ル
は
あ
る
か
な
?
」

「
も
ち
ろ
ん
」

　
シ
ド
ー
ニ
ウ
ス
は
微
笑
む
。

　
暗
号
だ
。
黒
ビ
ー
ル
は
【
フ
ェ
ザ
ー
ン
の
情
報
】
だ
。「
フ
ェ
ザ
ー
ン
産
の
黒
ビ
ー
ル
」
か
ら
付
け
ら

れ
た
二
人
だ
け
の
暗
号
。
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俺
こ
と
、
ヘ
ン
ド
リ
ク
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ン
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
３
２
歳
。

　
帝
国
軍
少
将
　
第
１
３
装
甲
擲
弾
大
隊
、
通
称
「
野
蛮
人
大
隊
（
バ
ー
バ
リ
ア
ン
ズ
）」
を
統
括
す
る
。

　
叔
父
は
あ
の
、
オ
フ
レ
ッ
サ
ー
上
級
大
将
閣
下
。

「
ミ
ン
チ
メ
イ
カ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
宇
宙
最
強
の
戦
士
だ
。

　
叔
父
譲
り
の
長
身
に
鍛
え
こ
ま
れ
た
肉
体
。
自
慢
す
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
が
、
模
擬
戦
で
叔
父
の
相
手

が
出
来
る
の
は
俺
だ
け
だ
。

　
つ
ま
り
は
俺
は
宇
宙
で
二
番
目
に
強
い
こ
と
に
な
る
。

　
宇
宙
港
の
ロ
ビ
ー
を
抜
け
、
迎
え
の
車
に
乗
り
込
む
と
シ
ド
ー
ニ
ウ
ス
が
口
を
開
い
た
。

「
先
に
伝
え
て
お
く
け
ど
金
髪
く
ん
が
中
佐
に
な
っ
た
よ
」

「
あ
い
つ
が
。
流
石
に
早
い
な
。
た
し
か
１
８
歳
だ
っ
た
な
」

　
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ル
。
今
の
と
こ
ろ
ロ
ー
エ
ン
グ
ラ
ム
の
家
名
を
継
ぐ
こ
予
定

は
な
い
。

　
姉
の
ア
ン
ネ
ロ
ー
ゼ
は
皇
帝
の
寵
姫
で
は
な
い
。

　
ベ
ー
ネ
ミ
ュ
ン
デ
侯
爵
夫
人
の
侍
女
と
い
う
か
、
皇
女
「
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ー
ネ
」
の
家
庭
教
師
と
い

う
か
、
お
付
き
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

　
あ
の
う
る
さ
い
小
娘
が
皇
女
と
言
う
の
だ
か
ら
驚
く
ば
か
り
だ
。

　
帝
国
側
に
は
俺
、
シ
ド
ー
ニ
ウ
ス
、
そ
し
て
う
る
さ
い
小
娘
の
三
人
が
転
生
し
て
い
る
。
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そ
し
て
同
盟
側
に
は
・
・
・
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序
幕
：
銀
河
の
反
対
側
で

　　
同
盟
軍
参
謀
本
部
ビ
ル
の
比
較
的
高
い
階
層
に
そ
の
部
屋
は
あ
る
。

【
同
盟
軍
情
報
部
戦
略
調
整
室
】

　
情
報
部
な
の
で
部
署
プ
レ
ー
ト
な
ど
な
い
。

「
こ
れ
で
ヤ
ン
・
ウ
ェ
ン
リ
ー
准
将
が
昇
進
か
」

　
や
や
批
判
的
な
口
調
で
呟
き
、
イ
ワ
ヌ
マ
・
ア
ユ
ミ
大
佐
は
一
つ
嘆
息
す
る
。

　
東
洋
系
で
や
や
疲
れ
た
よ
う
な
容
姿
を
し
て
い
る
４
０
代
の
、
も
う
す
ぐ
５
０
歳
の
女
性
佐
官
。

　
２
０
代
か
ら
３
０
代
に
か
け
て
帝
国
首
都
星
オ
ー
デ
ィ
ン
に
７
年
間
ス
パ
イ
と
し
て
滞
在
し
、
多
く

の
情
報
を
回
収
し
て
き
た
女
傑
で
あ
る
。

　
通
称
「
首
都
星
か
ら
帰
っ
て
き
た
女
」
と
い
う
そ
の
ま
ま
の
渾
名
が
つ
い
て
い
る
。

「
な
に
か
問
題
な
の
で
す
か
?
」

　
副
官
の
ラ
ピ
ン
少
尉
が
訪
ね
て
く
る
。

　
少
尉
は
情
報
部
配
属
と
い
う
内
勤
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
い
体
格
は
非
常
に
良
い
。
２
ｍ
に
近
づ

く
長
身
だ
が
、
専
門
は
言
語
学
で
あ
り
、
同
盟
領
内
だ
け
で
な
く
、
帝
国
と
の
接
地
宙
域
の
地
方
言
語

に
も
精
通
し
て
い
る
イ
ン
テ
リ
だ
。
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「
な
に
か
問
題
?
問
題
だ
ら
け
だ
。
こ
の
男
の
昇
進
は
大
敗
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
だ
。
そ
う
な
る
と

フ
ェ
ザ
ー
ン
あ
た
り
で
情
報
戦
が
熱
く
な
る
。
下
手
を
す
る
と
評
議
会
で
外
交
交
渉
問
題
の
可
能
性

も
あ
る
。
も
っ
と
言
え
ば
、
大
敗
の
し
り
ぬ
ぐ
い
を
嘘
で
ご
ま
か
す
の
は
、
軍
内
士
気
に
関
わ
る
。
完

全
な
上
層
部
の
隠
蔽
人
事
だ
」

　
ラ
ピ
ン
少
尉
は
上
司
が
口
調
鋭
く
、
多
弁
に
な
る
時
は
大
抵
機
嫌
の
悪
い
時
だ
と
１
年
半
の
付
き
合

い
で
何
と
な
く
理
解
し
て
い
た
。

　
こ
の
部
屋
か
ら
出
る
と
、
鉄
仮
面
も
か
く
や
と
い
う
ポ
ー
カ
ー
フ
ェ
イ
ス
だ
が
室
内
で
は
上
層
部
批

判
も
呼
吸
の
よ
う
に
出
て
く
る
毒
舌
だ
。

「
ま
あ
、
軍
内
士
気
な
ら
ま
だ
い
い
。
問
題
は
市
民
の
交
戦
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
だ
。
天
才
の
英
雄
様

の
登
場
で
メ
デ
ィ
ア
も
取
り
上
げ
、
い
や
お
う
な
し
に
興
奮
す
る
馬
鹿
ど
も
と
、
興
奮
さ
せ
よ
う
と
す

る
者
ど
も
が
出
て
く
る
。
何
人
死
ん
だ
ん
だ
。
万
単
位
の
人
間
が
数
時
間
の
戦
闘
で
死
亡
だ
ぞ
。
そ

れ
で
い
て
帝
国
へ
の
敵
対
意
識
を
煽
る
た
め
の
准
将
の
昇
進
な
ど
糞
以
外
の
何
物
で
も
な
い
」

　
そ
う
言
い
つ
つ
イ
ワ
ヌ
マ
大
佐
は
自
席
か
ら
立
ち
上
が
る
。
机
上
の
ベ
レ
ー
を
頭
に
乗
せ
形
を
整

え
る
。

「
ラ
ピ
ン
、
車
を
回
し
て
く
れ
。
閣
下
の
と
こ
ろ
だ
」

「
は
っ
」

　
ラ
ピ
ン
の
返
事
を
背
中
に
受
け
つ
つ
イ
ワ
ヌ
マ
は
部
屋
を
出
た
。
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行
先
は
た
だ
一
つ
。

　
か
つ
て
少
将
の
地
位
ま
で
行
き
、
退
役
軍
人
会
の
支
持
を
と
り
つ
け
、
２
０
年
前
に
４
１
歳
で
政
界

進
出
し
、
現
在
は
国
防
副
委
員
長
と
人
的
予
算
委
員
会
の
委
員
を
兼
任
す
る
ユ
ー
リ
・
ド
ゥ
ビ
ニ
ン
氏

だ
。

　
イ
ワ
ヌ
マ
が
頼
り
に
す
る
転
生
者
の
一
人
だ
。

　
◆

「
こ
れ
で
、
ど
う
な
り
ま
す
か
?
」

「
予
想
さ
れ
る
の
は
イ
ゼ
ル
ロ
ー
ン
の
流
れ
は
起
き
る
な
」

　
イ
ワ
ヌ
マ
の
来
訪
を
予
期
し
て
い
た
ド
ゥ
ビ
ニ
ン
は
オ
フ
ィ
ス
か
ら
人
払
い
を
し
、
比
較
的
大
き
い

音
で
音
楽
を
流
し
始
め
た
。

　
盗
聴
対
策
だ
。
そ
れ
以
外
に
も
遮
音
フ
ィ
ー
ル
ド
を
利
用
す
る
な
ど
、
極
力
会
話
を
気
取
ら
せ
な
い

工
夫
は
し
て
い
る
。

　
イ
ワ
ヌ
マ
も
調
整
室
と
は
違
う
落
ち
着
い
た
口
調
だ
。

「
そ
う
で
す
か
。
そ
う
な
る
と
原
作
通
り
な
の
は
そ
こ
ま
で
で
す
ね
」

「
う
む
、
そ
う
な
る
な
」

　
ド
ゥ
ビ
ニ
ン
は
テ
ー
ブ
ル
の
紅
茶
を
一
口
飲
む
。
そ
う
な
の
だ
。
こ
の
世
界
で
原
作
通
り
に
進
む

の
は
こ
こ
ま
で
だ
。
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差
異
は
起
き
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
で
も
大
き
な
時
代
の
う
ね
り
に
は
勝
ち
得
て
い
な
い
。

　
ア
ス
タ
ー
テ
は
起
き
た
。
そ
し
て
ヤ
ン
・
ウ
ェ
ン
リ
ー
は
英
雄
と
し
て
帰
還
し
た
。
ジ
ャ
ン
ロ
ベ
ー

ル
・
ラ
ッ
プ
の
生
還
の
お
ま
け
を
つ
け
て
だ
。

「
で
は
イ
ゼ
ル
ロ
ー
ン
奪
取
後
は
」

「
予
定
通
り
、
条
件
付
き
の
講
和
を
フ
ェ
ザ
ー
ン
経
由
で
交
渉
で
き
る
か
も
し
れ
ん
」

「
そ
う
で
す
か
。
で
は
リ
ン
チ
は
動
く
と
思
い
ま
す
か
」

「
君
の
意
見
は
」

「
将
官
は
一
律
情
報
部
の
監
視
下
に
置
く
の
が
良
い
か
と
」

「
参
謀
本
部
は
受
け
入
れ
る
か
ね
」

「
受
け
入
れ
さ
せ
ま
す
」

　
ド
ゥ
ビ
ニ
ン
は
艦
隊
運
用
の
面
で
評
価
さ
れ
て
い
た
将
官
で
軍
内
政
治
や
軍
内
調
整
に
関
し
て
は
、

目
の
前
の
女
傑
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。

　
彼
女
が
さ
せ
る
と
い
う
と
、
大
体
の
こ
と
は
実
現
す
る
。

　
◆

　
フ
ェ
ザ
ー
ン
の
外
交
官
事
務
所
に
勤
め
る
バ
ン
・
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
は
イ
ワ
ヌ
マ
か
ら
の
暗
号
通
信
を

解
読
し
、
頭
を
か
い
た
。

　
想
像
以
上
に
原
作
と
乖
離
し
て
き
た
の
だ
。
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現
時
点
で
ア
ス
タ
ー
テ
に
お
い
て
帝
国
側
に
勝
利
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
メ
ル
カ
ッ
ツ
上
級
大
将
旗

下
の
分
艦
隊
司
令
の
ミ
ュ
ー
ゼ
ル
少
将
だ
。

　
も
う
す
ぐ
、
ミ
ュ
ー
ゼ
ル
中
将
の
辞
令
が
で
る
は
ず
と
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
は
踏
ん
で
い
る
。

　
帝
国
内
の
門
閥
貴
族
の
専
横
は
あ
る
が
、
Ｏ
Ｖ
Ａ
で
見
た
ほ
ど
腐
敗
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な

い
。

　
軍
事
面
で
は
メ
ル
カ
ッ
ツ
上
級
大
将
が
現
場
を
ま
と
め
上
げ
、
軍
務
三
長
官
と
若
手
と
の
意
識
の
溝

を
う
ま
く
埋
め
て
い
る
と
い
う
話
が
い
く
ど
か
耳
に
入
っ
て
く
る
。

　
一
枚
岩
と
言
わ
な
い
ま
で
も
、
今
後
起
き
る
可
能
性
を
残
す
帝
国
内
内
乱
の
規
模
も
原
作
ほ
ど
大
規

模
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

「
イ
ワ
ヌ
マ
さ
ん
も
ど
う
す
る
か
ね
?
」

　
三
人
の
中
で
唯
一
の
現
役
軍
人
の
動
向
が
同
盟
側
転
生
者
の
行
動
を
決
め
る
。

　
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
は
当
面
フ
ェ
ザ
ー
ン
を
離
れ
る
つ
も
り
は
な
い
。
地
球
教
の
動
向
調
査
は
、
文
化
学

者
志
望
と
し
て
も
、
銀
英
伝
フ
ァ
ン
と
し
て
も
最
優
先
事
項
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
、
イ
ワ
ヌ
マ
、
ド
ゥ
ビ
ニ
ン
の
三
人
は
協
力
関
係
だ
が
運
命
共
同
体
で
は
な
い
。

　
イ
ワ
ヌ
マ
と
ド
ゥ
ビ
ニ
ン
は
戦
争
で
の
勝
利
、
ヤ
ン
の
い
う
恒
久
的
平
和
で
は
な
く
、
数
十
年
の
平

和
を
目
指
し
て
い
る
。

　
だ
が
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
は
少
し
違
う
。
最
前
線
の
観
測
者
を
自
称
し
て
い
る
。
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帝
国
の
情
報
を
ハ
イ
ネ
セ
ン
に
送
っ
て
い
る
が
、
同
盟
の
情
報
を
時
折
帝
国
に
も
流
し
て
い
る
。

　
二
つ
の
陣
営
に
複
数
の
転
生
者
。
こ
れ
ほ
ど
面
白
い
状
況
は
中
々
な
い
。

「
さ
て
」

　
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
羽
織
り
、
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
は
情
報
交
換
に
向
か
う
。

　
今
日
は
先
日
フ
ェ
ザ
ー
ン
駐
在
帝
国
武
官
に
仲
間
入
り
し
た
キ
ス
リ
ン
グ
中
尉
と
落
ち
合
う
予
定

だ
。

　
今
朝
か
ら
あ
の
キ
ス
リ
ン
グ
と
出
会
え
る
と
思
う
と
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
は
仕
事
に
身
が
入
ら
な
か
っ

た
。

　
銀
河
の
彼
方
と
銀
河
の
此
方
。
そ
し
て
間
を
結
ぶ
こ
の
地
。

　
小
説
で
読
む
よ
り
も
銀
河
は
広
く
、
秩
序
と
混
沌
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
。
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序
幕
：
夜
明
け
前
の
世
界
で

　　
銀
河
帝
国
皇
帝
死
後
、
帝
国
の
混
乱
は
「
門
閥
貴
族
」
対
「
軍
部
」
が
予
想
さ
れ
て
い
た
が
そ
の
予

想
は
大
き
く
ず
れ
た
。

　
同
盟
軍
情
報
部
戦
略
調
整
室
の
イ
ワ
ヌ
マ
・
ア
ユ
ミ
大
佐
は
こ
の
状
況
を
冷
や
や
か
に
見
て
い
た
。

　
帝
国
の
転
生
者
の
立
ち
位
置
や
行
動
は
称
賛
に
値
す
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
結
果
は
当
然
で
も
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
上
手
く
い
っ
た
状
況
に
は
多
少
の
嫉
妬
も

あ
る
。

「
大
佐
。
追
加
の
資
料
で
す
」

　
ラ
ピ
ン
少
尉
が
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
フ
ィ
ル
ム
を
持
っ
て
く
る
。

　
軍
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
載
る
前
の
最
新
情
報
だ
。

　
◆

　
皇
帝
死
後
、
門
閥
貴
族
側
か
ら
は
殉
死
者
が
複
数
出
た
。

　
一
番
の
大
物
は
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
バ
イ
ク
　
だ
。

　
皇
室
へ
の
忠
義
と
い
う
点
で
は
疑
問
視
さ
れ
が
ち
な
人
物
だ
っ
た
が
、
無
気
力
帝
と
も
揶
揄
さ
れ
た

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
４
世
の
死
去
に
合
わ
せ
て
、
一
つ
の
時
代
の
終
わ
り
に
自
ら
幕
を
引
い
た
様
で
も
あ
っ
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た
。

　
こ
の
数
年
は
時
折
民
衆
と
交
流
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
バ
イ
ク
の
家
督
も
弟
に
譲
り
ほ
ぼ
隠
居
生
活
を

楽
し
ん
で
い
た
。

　
次
期
皇
帝
に
名
乗
り
を
上
げ
る
者
は
ほ
ぼ
皆
無
だ
っ
た
。

　
結
局
は
エ
ル
ウ
ィ
ン
・
ヨ
ー
ゼ
フ
２
世
が
即
位
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
バ
イ
ク
家
と
し
て
は
殉
死
し
た
手
前
、
女
帝
候
補
を
立
て
ら
れ
ず
、
ま
た
リ
ッ
テ
ン

ハ
イ
ム
も
女
帝
擁
立
へ
水
面
下
で
の
動
き
が
出
来
な
か
っ
た
。

　
エ
ル
ウ
ィ
ン
・
ヨ
ー
ゼ
フ
２
世
擁
立
に
リ
ヒ
テ
ン
ラ
ー
デ
、
軍
部
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
バ
イ
ク
率
い
る

門
閥
貴
族
が
大
き
な
流
れ
を
作
る
中
で
逆
行
す
る
動
き
を
出
来
な
か
っ
た
の
だ
。

　
リ
ッ
テ
ン
ハ
イ
ム
家
は
多
少
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
も
の
の
「
門
閥
貴
族
の
雄
」
と
い
う

立
場
は
変
わ
ら
ず
、
損
も
得
も
な
い
状
態
で
新
皇
帝
を
迎
え
た
。

　
軍
部
は
反
面
大
忙
し
で
あ
っ
た
。
軍
三
長
官
が
前
皇
帝
死
去
の
喪
が
明
け
る
と
共
に
辞
任
。

　
ミ
ュ
ッ
ケ
ン
ベ
ル
ガ
ー
が
代
表
し
「
一
つ
時
代
に
区
切
り
を
つ
け
る
」
と
い
う
発
言
を
残
し
て
い
る
。

　
後
任
は
ヨ
ア
ヒ
ム
・
フ
ォ
ン
・
メ
ル
カ
ッ
ツ
上
級
大
将
が
宇
宙
艦
隊
司
令
長
官
に
任
官
し
た
。

　
新
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
４
世
の
即
位
時
に
元
帥
へ
と
昇
進
し
、
元
帥
府
を
開
い
た
。

　
た
だ
メ
ル
カ
ッ
ツ
以
外
の
人
材
に
お
い
て
は
や
や
乏
し
か
っ
た
。

　
前
宇
宙
艦
隊
司
令
長
官
で
あ
っ
た
ミ
ュ
ッ
ケ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
最
側
近
で
あ
っ
た
グ
ラ
イ
フ
ス
上
級
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大
将
が
統
帥
本
部
総
長
の
任
に
。

　
ハ
ウ
プ
ト
中
将
が
大
将
に
昇
進
し
、
軍
務
尚
書
代
理
へ
と
着
任
し
た
。

　
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ル
は
上
級
大
将
と
な
り
、
宇
宙
艦
隊
副
司
令
の
要
職
を
与
え

ら
れ
「
戦
争
の
天
才
」
と
い
う
評
価
を
得
て
い
た
。

　
現
在
の
三
長
官
は
元
帥
一
人
に
上
級
大
将
と
大
将
で
あ
り
、
役
職
に
対
し
て
格
が
不
足
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
５
年
後
を
想
定
し
た
中
継
ぎ
役
で
も
あ
っ
た
。

　
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ル
が
元
帥
へ
と
昇
進
し
、
元
帥
府
を
開
き
宇
宙
艦
隊
司
令
長

官
へ
と
就
任
。

　
メ
ル
カ
ッ
ツ
元
帥
は
軍
務
尚
書
と
な
り
、
統
帥
本
部
総
長
は
グ
ラ
イ
フ
ス
が
続
投
か
そ
の
時
に
も
っ

と
も
優
秀
な
も
の
が
選
ば
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　
現
在
の
帝
国
軍
は
若
返
り
の
た
め
の
冬
の
時
代
だ
。

　
国
務
尚
書
は
リ
ヒ
テ
ン
ラ
ー
デ
が
続
投
だ
が
補
佐
役
と
し
て
シ
ド
ー
ニ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
が
着
い
た
。

　
地
味
で
や
や
共
和
主
義
的
な
政
治
形
式
を
運
用
す
る
が
有
能
な
政
治
家
で
あ
り
官
僚
で
あ
っ
た
。

　　
◆

　
イ
ゼ
ル
ロ
ー
ン
要
塞
を
守
る
ヤ
ン
・
ウ
ェ
ン
リ
ー
中
将
は
こ
の
時
の
帝
国
の
皇
帝
即
位
を
「
誰
も
損

13



し
な
い
と
い
う
最
高
の
結
果
」
と
評
し
た
。

「
ま
い
っ
た
」

　
カ
ッ
プ
に
残
っ
た
紅
茶
を
飲
み
ほ
し
、
ヤ
ン
は
独
語
し
た
。

　
執
務
室
で
は
ヤ
ン
は
得
意
で
も
な
い
書
類
仕
事
を
片
付
け
て
い
る
。

　
現
在
の
帝
国
は
消
耗
も
な
く
、
リ
ッ
テ
ン
ハ
イ
ム
を
中
心
と
し
た
門
閥
貴
族
グ
ル
ー
プ
は
あ
る
が
内

部
崩
壊
の
兆
し
は
な
い
。

　
軍
部
も
上
層
部
の
入
れ
替
え
は
あ
っ
た
も
の
の
、
戦
力
が
低
下
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
そ
し
て
新
皇
帝
即
位
の
恩
赦
と
し
て
２
０
０
万
人
の
捕
虜
交
換
の
話
が
フ
ェ
ザ
ー
ン
を
経
由
し
て

惑
星
同
盟
本
国
へ
と
打
診
さ
れ
た
。

　
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
今
の
と
こ
ろ
帝
国
だ
。
来
年
あ
た
り
に
は
親
征
の
名
の
も
と
に
イ
ゼ
ル
ロ
ー
ン

奪
還
作
戦
が
行
わ
れ
る
か
、
フ
ェ
ザ
ー
ン
を
経
由
し
た
同
盟
本
国
へ
の
攻
撃
が
行
わ
れ
る
か
。
さ
も
な

け
れ
ば
、
同
盟
内
乱
の
種
が
２
０
０
万
人
の
捕
虜
の
中
に
紛
れ
る
か
。

　
対
応
方
法
が
ヤ
ン
の
手
元
に
は
な
い
。
ビ
ュ
コ
ッ
ク
提
督
に
協
力
を
依
頼
し
て
み
よ
う
か
。
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
い
た
。

　
同
盟
軍
歴
史
上
の
大
侵
攻
作
戦
は
立
案
段
階
で
崩
さ
れ
た
。

　
情
報
部
か
ら
の
指
摘
で
補
給
路
の
確
保
に
大
き
な
難
点
を
指
摘
さ
れ
た
上
に
、
作
戦
立
案
者
の
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
が
連
日
の
会
議
の
疲
労
か
ら
交
通
事
故
を
起
こ
し
、
長
期
入
院
を
余
儀
な
く
さ
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れ
た
。

　
キ
ナ
臭
い
噂
も
あ
っ
た
が
、
噂
の
範
疇
だ
と
ヤ
ン
は
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。

　
今
現
在
帝
国
も
、
同
盟
の
戦
力
を
十
二
分
に
蓄
え
た
状
態
で
次
の
開
戦
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。

　
大
戦
の
予
想
が
さ
れ
る
。

　
◆

「
ラ
グ
ナ
ロ
ク
は
起
き
る
の
か
?!
」

「
答
え
と
し
て
は
イ
エ
ス
」

　
ヘ
ン
ド
リ
ク
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ン
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
前
に
座
る
十
代
前
半
少
女
の
名
は
ク
レ
メ
ン

テ
ィ
ー
ネ
と
い
う
。

　
母
親
譲
り
の
黒
髪
を
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
に
束
ね
て
い
る
。
大
人
び
て
い
る
、
聡
明
な
ど
と
周
囲
か
ら
は

言
わ
れ
る
が

　
ヘ
ン
ド
リ
ク
と
し
て
は
「
狡
い
」
と
い
う
印
象
が
強
い
。

　
ヘ
ン
ド
リ
ク
の
答
え
に
鼻
息
荒
く
な
る
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ー
ネ
。

　
彼
女
は
絶
対
に
戦
場
に
は
出
れ
な
い
立
場
だ
。

　
だ
が
原
作
を
知
る
立
場
か
ら
「
ラ
グ
ナ
ロ
ク
」
作
戦
の
実
施
可
能
性
の
興
奮
し
て
い
る
。

「
で
は
!
フ
ェ
ザ
ー
ン
に
行
け
る
の
だ
な
!
」

「
ユ
リ
ア
ン
に
会
え
る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
」
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ヘ
ン
ド
リ
ク
は
困
っ
た
よ
う
な
に
答
え
る
。

　
新
無
憂
宮
の
一
区
画
に
あ
る
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
─
ナ
用
に
造
ら
れ
た
応
接
館
。

　
幼
少
か
ら
多
く
の
知
識
人
を
呼
び
、
時
に
は
泊
ま
り
込
ん
で
話
を
聞
く
こ
と
か
ら
、
応
接
館
を
作
り

ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ー
ナ
は
こ
こ
で
年
の
半
分
は
過
ご
し
て
い
る
。

　
ヘ
ン
ド
リ
ク
と
シ
ド
ー
ニ
ウ
ス
の
最
大
の
理
解
者
で
あ
り
、
知
恵
袋
。

　
ア
ニ
メ
を
６
周
。
原
作
を
７
周
。
舞
台
も
１
０
回
以
上
で
、
同
人
誌
も
２
０
冊
は
作
っ
た
剛
の
者
。

　
同
盟
側
に
も
転
生
者
は
い
る
が
、
帝
国
側
の
最
大
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
こ
の
皇
女
の
皮
を
か
ぶ
っ

た
マ
ニ
ア
だ
ろ
う
。

「
早
け
れ
ば
来
年
で
す
が
、
再
来
年
か
遅
く
て
も
再
々
来
年
か
と
」

「
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
体
調
は
ど
う
な
の
だ
!?
」

　
こ
れ
だ
、
と
ヘ
ン
ド
リ
ク
は
い
つ
も
の
鼻
息
荒
い
質
問
攻
め
に
辟
易
し
て
い
る
。

　
好
奇
心
で
目
が
輝
い
て
い
る
の
も
い
つ
も
通
り
。

　
や
れ
、
オ
フ
レ
ッ
サ
ー
は
強
い
の
か
、
キ
ル
ヒ
ア
イ
ス
の
声
は
ど
う
な
ん
だ
、
双
璧
は
身
長
差
は
ど

の
程
度
だ
。

　
そ
ん
な
質
問
を
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ー
ナ
は
聞
い
て
く
る
。

　
帝
国
側
唯
一
の
軍
人
転
生
者
で
あ
る
ヘ
ン
ド
リ
ク
に
容
赦
な
い
質
問
ば
か
り
だ
。

　
帝
国
内
の
内
乱
に
つ
い
て
は
ヘ
ン
ド
リ
ク
は
苦
労
し
た
。

16  序幕：夜明け前の世界で



　
オ
フ
レ
ッ
サ
ー
上
級
大
将
は
若
年
の
将
校
た
ち
が
ミ
ュ
ー
ゼ
ル
上
級
大
将
を
旗
頭
に
、
軍
内
部
の
世

代
交
代
を
迫
っ
て
い
る
こ
と
に
不
満
を
感
じ
て
い
る
。

　
先
帝
が
亡
く
な
っ
て
の
人
事
に
関
し
て
い
ば
仕
方
の
な
い
所
が
あ
る
が
、
だ
が
実
績
が
十
分
で
な
い

も
の
ま
で
ミ
ュ
ー
ゼ
ル
上
級
大
将
を
引
き
合
い
に
出
し
て
人
事
の
話
を
す
る
。

　
リ
ッ
プ
シ
ュ
タ
ッ
ト
派
と
呼
ば
れ
る
門
閥
貴
族
と
オ
フ
レ
ッ
サ
ー
の
水
面
下
で
の
接
触
を
知
っ
た

ヘ
ン
ド
リ
ク
は

　
メ
ル
カ
ッ
ツ
元
帥
に
相
談
し
、
あ
る
無
理
な
作
戦
を
行
っ
た
。

　
軍
内
の
反
ミ
ュ
ー
ゼ
ル
派
の
集
会
を
、
軍
法
違
反
と
し
て
強
制
解
散
さ
せ
る
べ
く
憲
兵
隊
を
引
き
つ

れ
訪
問
。

　
そ
こ
で
「
装
甲
擲
弾
兵
総
監
」
の
座
を
か
け
て
ヘ
ン
ド
リ
ク
は
オ
フ
レ
ッ
サ
ー
と
殴
り
合
っ
た
の
だ
。

　
ヘ
ン
ド
リ
ク
が
勝
て
ば
総
監
の
座
と
そ
れ
に
伴
う
大
量
の
擲
弾
兵
の
掌
握
。

　
オ
フ
レ
ッ
サ
ー
が
勝
て
ば
、
ヘ
ン
ド
リ
ク
が
抱
え
る
蛮
族
大
隊
が
反
ミ
ュ
ー
ゼ
ル
と
し
て
行
動
を
起

こ
す
。

　
３
時
簡
か
け
て
の
殴
り
合
い
で
勝
利
し
た
の
は
ヘ
ン
ド
リ
ク
で
あ
り
現
在
は
入
院
中
の
オ
フ
レ
ッ

サ
ー
に
替
わ
り
擲
弾
兵
総
監
代
理
を
任
さ
れ
て
い
る
。
も
う
少
し
す
れ
ば
代
理
の
部
分
も
外
れ
る
だ

ろ
う
。

　
ヘ
ン
ド
リ
ク
は
顎
の
骨
が
ヒ
ビ
だ
ら
け
に
な
っ
た
が
こ
の
時
代
の
治
療
の
凄
さ
を
身
を
も
っ
て
再
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確
認
し
た
。

「
今
の
と
こ
ろ
は
問
題
な
い
よ
う
で
す
。
キ
ル
ヒ
ア
イ
ス
中
将
と
共
に
先
日
健
康
診
断
に
行
か
れ
た
そ

う
で
す
よ
」

「
そ
う
か
・
・
・
是
非
と
も
１
３
艦
隊
の
面
々
に
毒
舌
浴
び
せ
ら
れ
る
シ
ー
ン
は
見
た
い
も
の
だ
」

　
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ー
ナ
は
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
健
康
状
況
に
納
得
し
て
、
ふ
ん
す
、
と
い
う
鼻
息
と
と
も

に
納
得
す
る
。

　
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ド
・
フ
ォ
ン
・
マ
ー
リ
ン
ド
ル
フ
と
フ
レ
デ
リ
カ
・
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
の
会
談
。

　
こ
れ
こ
そ
が
ヘ
ン
ド
リ
ク
と
シ
ド
ニ
ー
ウ
ス
の
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
銀
河
英
雄
伝
説
に
お
け
る
女
性
キ
ャ
ラ
中
心
人
物
。
こ
の
二
人
の
会
談
を
観
た
い
!
と
言
っ
た
の

は
ヘ
ン
ド
リ
ク
だ
っ
た
。

　
シ
ド
ニ
ー
ウ
ス
も
笑
い
な
が
ら
同
意
し
て
く
れ
た
。

　
皇
女
に
こ
の
目
的
を
伝
え
て
い
る
が
、「
キ
ル
ヒ
ア
イ
ス
と
ア
ン
ネ
ロ
ー
ゼ
の
結
婚
が
先
だ
!
」
と
彼

女
は
譲
ら
な
い
。

　
も
う
す
ぐ
、
ア
ン
ネ
ロ
ー
ゼ
と
キ
ル
ヒ
ア
イ
ス
の
結
婚
式
が
行
わ
れ
る
は
ず
だ
と
、
ヘ
ン
ド
リ
ク
は

感
じ
て
い
た
。

　
◆

「
君
は
世
界
は
こ
れ
で
変
わ
る
と
思
う
か
い
」
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黒
狐
、
ル
ビ
ン
ス
キ
ー
の
言
葉
に
バ
ン
・
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
は
息
を
の
む
。

　
５
０
代
の
ル
ビ
ン
ス
キ
ー
と
３
０
代
の
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
で
は
格
の
違
い
が
出
て
い
る
。

　
夜
の
高
級
ク
ラ
ブ
で
の
一
対
一
で
会
う
の
も
数
度
目
だ
。

「
そ
う
で
す
ね
。
徐
々
に
緊
張
は
高
ま
る
と
思
い
ま
す
よ
。
数
か
月
後
に
は
戦
争
の
足
音
を
銀
河
中
が

聞
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

「
現
実
的
な
話
で
は
な
い
よ
。
銀
河
の
片
方
の
支
配
階
層
が
穏
当
に
変
わ
っ
た
の
だ
よ
。
そ
れ
に
よ
る

影
響
は
計
り
知
れ
な
い
」

　
手
元
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
一
口
煽
り
、
ル
ビ
ン
ス
キ
ー
は
話
を
続
け
る
。

「
現
皇
帝
は
子
供
だ
。
そ
れ
を
支
え
る
貴
族
、
官
僚
、
軍
人
は
今
ま
で
以
上
に
親
平
民
派
が
多
い
」

「
で
は
、
帝
国
で
は
平
民
が
中
心
に
な
る
と
」

「
結
論
は
そ
の
先
に
あ
る
。
平
民
の
生
活
が
向
上
し
、
帝
国
の
政
治
に
今
ま
で
よ
り
小
さ
く
と
も
平
民

の
声
が
届
く
と
な
れ
ば
同
盟
は
ど
う
思
う
?
」

　
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
は
グ
ラ
ス
の
中
の
溶
け
か
け
の
氷
を
見
た
。

　
同
盟
は
帝
国
を
貴
族
に
よ
る
権
利
と
自
由
を
弾
圧
す
る
悪
の
国
家
と
見
な
し
て
い
る
。

「
敵
と
み
な
し
た
国
が
、
自
分
た
ち
の
掲
げ
る
自
由
と
権
利
を
政
治
体
制
に
取
り
込
も
う
と
す
れ
ば
?
」

「
そ
れ
は
・
・
・
敵
で
は
な
く
な
り
ま
す
ね
」

　
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
バ
イ
ク
領
で
の
二
院
制
の
話
題
は
、
同
盟
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
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悪
の
帝
国
が
平
民
の
意
見
を
聞
く
体
制
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
は
い
け
な
い
の
だ
。
自

由
と
権
利
の
国
の
人
た
ち
に
は
。

「
そ
れ
は
・
・
・
世
界
に
平
和
に
な
り
ま
す
か
ね
?
」

「
一
つ
の
主
義
信
条
に
よ
っ
て
世
界
が
一
つ
に
統
一
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
」

「
で
は
、
貴
方
は
ど
う
進
む
と
」

「
帝
国
は
幼
帝
の
権
威
付
け
に
戦
争
を
起
こ
す
、
同
盟
は
悪
の
帝
国
打
倒
を
下
げ
れ
ぬ
ま
ま
戦
争
に
突

入
す
る
。
体
面
と
隠
蔽
の
結
果
が
戦
争
だ
」

　
ル
ビ
ン
ス
キ
ー
か
ら
見
れ
ば
こ
の
若
い
自
称
社
会
学
者
は
生
徒
な
の
だ
。

　
自
己
の
思
想
や
社
会
を
見
る
視
野
を
伝
え
る
こ
と
で
、
世
界
に
「
黒
狐
」
を
伝
え
、
思
考
を
伝
染
さ

せ
る
弟
子
を
作
っ
て
い
る
の
だ
。

「
で
は
フ
ェ
ザ
ー
ン
は
?
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
何
を
す
る
ん
で
す
か
」

「
世
界
は
夜
明
け
の
前
な
の
だ
よ
。
そ
し
て
そ
の
時
が
一
番
闇
が
深
い
」

　
答
え
ぬ
な
ら
ぬ
答
え
。

　
バ
ン
・
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
は
こ
の
フ
ェ
ザ
ー
ン
こ
そ
銀
英
伝
の
闇
だ
と
感
じ
た
。

　
銀
河
の
両
陣
に
い
る
二
人
の
天
才
と
、
多
く
の
転
生
者
た
ち
。

　
ど
ち
ら
が
先
に
昇
る
太
陽
を
手
に
す
る
の
か
。

　
世
界
は
ま
だ
夜
明
け
前
な
の
だ
。
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